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１                              問題のページへ 

(1) 1=+ nn yx ),3,2,1( L=n であることを数学的帰納法を用いて示す。 

(i)  1=n のとき 条件から 111 =+ yx より, 成立する。 

(ii) kn = のとき 1=+ kk yx と仮定する。 
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すると, 1=+=+ dbca より,  

1)()(11 =+=+++=+ ++ kkkkkk yxydbxcayx  

よって, 1+= kn のときも成立する。 

(i)(ii)より, すべての自然数 nで, 1=+ nn yx である。 

(2) (1)より, nn xy -= 1 となり,  
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ここで, bba +-= aa )( とおくと, bba =+- a)1(  
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(3) 0＞a , 0＞b , 01 ＞ac -= , 01 ＞bd -= より, 0＜a＜1, 0＜b＜1となり,  
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よって, n→∞のとき, 0)( ®- nba となり,  
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［解 説］ 

誘導つきで連立漸化式を解く基本問題です。 
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２                              問題のページへ 

(1) ),,(P zyx とおくと, ),,2(AP zyx -= , ),1,(BP zyx += となる。 

さて, AP //uより, sを実数として, us=AP , )5,2,1(),,2( -=- szyx  

2+-= sx , sy 2= , sz 5= ………① 

また, BP //vより, tを実数として, vt=BP , )1,1,1(),1,( tzyx =+  

tx = , 1-= ty , tz = ………② 

①②より, ts =+- 2 ……③, 12 -= ts ……④, ts =5 ……⑥ 

③④より, 
3
5=t , 

3
1=s となり, この値は⑥を満たす。 

よって, ①より
3
5=x , 

3
2=y , 

3
5=z となり, ( )

3
5,
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(2) ( )c-=
3
5,

3
2,

3
5CP となり, CP⊥wから, 0CP =×w  
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よって, )2,0,0(C となる。 

(3) ( )
3
1,

3
2,

3
5CP -= , )2,0,2(CA -= , )2,1,0(CB --= より,  
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よって, Pは 3点 A, B, Cの定める平面上にある。 

 

［解 説］ 

(3)では, x成分, y成分より, CA , CBの係数をそれぞれ定め, その後, z成分を確認

しました。連立方程式を立てるほどでもありません。なお, 文系で, (3)の設問形式の

異なるだけの類題が出ています。 
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３                              問題のページへ 
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x より, x≧0のとき 02)( ≧-xf である。 

よって, x≧0ならば 2)( ≧xf である。 

(3) x≧2, y≧2のとき,  
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ここで, 10014)83)(83( 2＞≧++ yx より,  
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(4) (1)(2)より, x≧2のとき 2)( ≧xf , 27)7( ≧=f なので, ①より,  

))7(())(( ffff -x
100

)7()( ff -x
≦

10000
7-x

≦  

ここで, 7)7())7(( == fff より,  
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さて, ②に 2=x を代入すると,  

410
10000

1
10000

72
7))2(( -=

-
- ＜≦ff  

よって, 求める有理数 rの 1つは, ( )
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［解 説］ 

7の近似値を求める問題です。きめ細かい誘導のために, 解の流れは明快です。 
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４                              問題のページへ 

(1) 
2

0 pa＜＜ , 
2

0 pb＜＜ , 
22

sin
ba

a

+
=a , 

22
sin

ba

b

+
=b より,  

2222

2
1cos

ba

b
ba

a

+
=

+
-=a , 

2222

2
1cos

ba

a
ba

b

+
=

+
-=b  

すると, bababa sincoscossin)sin( +=+  
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2
pba =+  

(2) 1:
2

2

2

2
=+

b

y

a
xA , 1:

2

2

2

2
=+

a

y

b
xB より,  

222222 bayaxb =+ ………① 
222222 baybxa =+ ………② 
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0＜b＜aより, 22 yx = となり, ①に代入して,  
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x＞0, y＞0 となるのは, 
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== のときで, 第 1 象限にある A と B の

交点の座標は, ( )
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(3) 楕円 Aの第 1象限の部分は, ①より, 22 xa
a
by -=  

さて, 楕円 Aと Bで囲まれる図形の共通部分のうち, x≧0, y≧0の範囲にある部

分は, 直線 xy = に関して対称であるので, その面積 Sは,  
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ここで, bsin
22

a
ba

ab =
+

であり, qsinax = とおくと,  
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以上より, ( )
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［解 説］ 
楕円が境界線となっている図形の面積を求める問題です。直線 xy = に関して対称

であることに気付けば, 積分が 1回で済みます。 
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５                              問題のページへ 

(1) 辺 BC上に点 Oがある場合は,  

)1,12(,),2,2(),1,1(),( --++= nnnnCB L  

よって, 1-n 通りの場合がある。 

(2) 辺 AB上に点 Oがある場合は,  

)1,(,),2,(),1,(),( -= nnnnCB L  

よって, 1-n 通りの場合がある。 

また, 辺 AC上に点 Oがある場合は,  

),12(,),,2(),,1(),( nnnnnnCB -++= L  

よって, 1-n 通りの場合がある。 

以上より, (1)の場合も考え合わせて, △ABCの辺上に点 Oがある確率は,  
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(3) △ABCの内部に点 Oがある場合は,  

11 -nC≦≦ , 11 -++ CnBn ≦≦  

この不等式を CB 平面上に図示すると, 右図の網点部とな
る。この領域内にある格子点 ),( BC の個数は,  
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よって, この場合の確率は, 
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(4) Xの期待値を Eとすると,  
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［解 説］ 

たびたび出題されている確率の有名問題です。(3)では, 格子点の個数を対応させて

数えています。 
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